
令和８年７月 14 日 

みらい企画創造部 

 
 

ＡＩによる業務変革検討会の設置について 
 

 

１ 現状・方向性 

・県では、令和 5年 10月から生成ＡＩを導入し、文書作成、アイデア出し、画像生成、議

事録作成などで活用しており、令和８年７月現在で約 3,700名が利用している。 

・今後は、加速度的に進化している生成ＡＩの活用を一層強化し、業務の効率化、省力化

を図るとともに、定型業務を自動化し、限られた人的資源を県民サービス向上や政策立

案などの重要な業務に注力できる環境の実現に取り組む。 

 

２ 取組事項 

（１）ＡＩを活用した業務改革の一層の推進 

・作業負荷の高い共通的な業務の洗い出しとＡＩの活用方法を整理のうえ、全庁的に利用

可能な標準手順と実践事例を整備する。（例：あいさつ文たたきの作成、講演用スライド

たたきの作成） 

 ・ＩＴ事業者と連携した、ＡＩによる業務自動化実証実験（統計調査等）。 

（２）職員のスキル向上 

・生成ＡＩの初級者向けWeb研修会の開催による利用者の拡大。 

・生成ＡＩ実践セミナー、ショート動画など操作・事例紹介による職員の能力向上。 

 

３ 推進体制等（事務局：ＤＸ推進課、行政経営企画課） 

（１）設置目的 

・ＡＩを活用した業務改革を全庁的に進めるため、各部局主管課企画担当補佐で構成す

る「ＡＩによる業務変革検討会」を立ち上げる。 

・実効性ある取組みとするため、検討会には外部有識者をアドバイザーとして迎え助言を

受ける仕組みを併せて構築する。 

（２）スケジュール（予定） 

令和 8年 ７月 ：「ＡＩによる業務変革検討会」の設置 

 8月～ ：作業負荷の高い共通業務の洗い出し調査、標準手順案の作成 

 10月～ ：標準手順案を用いた取組みの試行（全部局への協力依頼） 

令和 9年 3月 :ＤＸ推進本部会議において、全庁での本格実施を決定 
 

 

以上  

※東京大学松尾・岩澤研究室 地域課題解決サポートチーム 

※ 



 

＜作成事例①：資料挿絵の作成＞ 

○ＡＩに入力した指示文と資料 

「第 4次山形県総合発展計画」を読み込み、この冊子の表紙の絵を作成してください。 

  （添付資料）第 4次山形県総合発展計画後期実施計画 
 

○ＡＩが生成した画像 

 

 

＜ご参考＞ 現在の AI 技術により実施が可能な事例です。 



 

＜作成事例②：チラシの翻訳＞ 

○ＡＩに入力した指示文 

添付のチラシをベトナム語版にしてください。 

 

 

○ＡＩが生成した画像 

 

 

 

 

   

（元画像） （生成画像） 

※翻訳は、ネイティブチェックが必要。 

＜ご参考＞ 現在の AI 技術により実施が可能な事例です。 



 

＜作成事例③：議会答弁たたきの作成＞ 

○ＡＩに入力した指示文 

県議会での一般質問、「ＡＩ等デジタル社会の構築に向けての県の戦略に 

ついて」に対する、部長答弁のたたきを６００文字で作成してください。 

※指示文と併せて AI に提供した資料 

・県議の質問文 

・「やまがた県民幸せＤＸビジョン」概要版 
 

 

○ＡＩが生成した答弁たたき 

 

 

   

急速に技術進歩を遂げるＡＩは、効率性や利便性の向上にとどまらず、新たな価値

の創出や社会課題の解決、さらには県民生活の質の向上に寄与する極めて重要

なテクノロジーであると認識しております。 

人口減少に伴う深刻な人手不足など、本県が直面する困難な課題を乗り越えるた

め、暮らしの安全安心、産業の高度化、行政の効率化など、あらゆる分野でＡＩを積

極的に活用していく必要があります。 

こうした考えの下、県では「やまがた県民幸せＤＸビジョン」の中で「データとＡＩの徹

底活用」を新たに掲げました。本ビジョンにおいては、特に社会変革への寄与が大

きく、波及効果の高い施策を「シンボリックプロジェクト」として位置づけ、重点的に

展開することとしております。 

具体的な取組として、医療分野では県立病院での画像診断支援ＡＩの活用により、

医師の診断精度向上と負担軽減を図ってまいります。また、産業分野では専門アド

バイザーの派遣による導入支援を行い、行政事務においても、生成ＡＩの活用やＲ

ＰＡによる自動化を進め、事務の効率化と行政サービスの向上を強力に推進してま

いります。 

県といたしましては、ＡＩの最新動向を的確に捉え、県民や企業における活用の普

及拡大を図るとともに、ＤＸビジョンに基づきＡＩを徹底活用したデジタル施策を推進

することで、県民の皆様が幸せを実感できる山形県の実現に全力を尽くしてまいり

ます。 

＜ご参考＞ 現在の AI 技術により実施が可能な事例です。 


